　令和6年度　生活困窮者自立相談支援機関「情報交換会」
テーマ「社会資源の少ない地域における資源の活用について」
記入例




	【1．相談者の基本情報】
(1)年齢・性別: 45歳・男性

(2)家族構成: 単身

(3)健康状態: 軽度のうつ症状あり

(4)最終学歴: 高校中退

(5)職歴: 建設現場作業員（20代〜30代前半）、その後アルバイト等

(6)収入状況: 現在無職、貯金残高約5万円

(7)住居状況: アパート（家賃3万円、2ヶ月滞納中）


	【2．相談経路】
(1)相談のきっかけ：家賃滞納による退去勧告



(2)紹介元(外部からの紹介の場合)：市役所住宅課




	【3．本人・家族の主訴】
(1)本人：「仕事が見つからず、家賃が払えない。このままでは路上生活になってしまう。」




(2)家族：※単身のため無し

	【4．現在の生活状況】
(1)日常生活の様子: 昼夜逆転気味。外出頻度が低い。


(2)経済状況: 失業保険切れ。貯金を切り崩して生活。


(3)社会との関わり: ほぼ孤立状態。親族との交流なし。


(4)本人の強み: コミュニケーション能力は高い。体力がある。



	【5．これまでの支援経過】
・初回面談で状況確認、課題整理を実施
・ハローワークへの同行支援を行い、求職活動を開始
・家主との交渉を支援し、1ヶ月の猶予を獲得


	【6.相談者が居住している地域の状況】
· 〇〇市の中心部から車で〇〇分の集落
· 周囲には個人商店が1件あるのみ
· バスは1時間に一本通っている
· 病院はなく，市内中心部まで出る必要がある・・・など

	【7．活用中の社会資源】

	社会資源
	内容
	課題

	ハローワーク
	求職活動支援
	希望職種と求人のミスマッチ

	市の無料職業紹介所
	求職登録
	まだ具体的な紹介なし

	【8．事例研究で参加者と話し合いたいこと】
・本人の希望職種とマッチした求人先の発掘
・就労支援の具体的方策（職業訓練等の活用）




